令和３年度事業報告書
令和３年４月１日から令和４年３月３１日まで
特定非営利活動法人杜の家

１　事業実施の結果
（就労継続支援A型事業）　杜の家ファーム
・今年度の月平均利用者数は17.5名（昨年度18.8名）でした。
利用者の平均工賃月額は95,676円（昨年度92,391円）でした。岡山県障害福祉課の調査による「岡山県内の就労継続支援A型における令和元年度工賃実績状況」では月額平均80,502円）
・１２月末をもって、古本市場豊浜店への施設外就労を終了することになりました。また畳の請負作業についても新型コロナウイルスの影響が大きく、一旦終了することになりました。
・これまで様々な事業にチャレンジしてきましたが、コロナウイルスの影響も大きく、今年度は事業を極力コンパクトに運営できるように体制を整えていきました。現在ではおおもり農園からの苺委託業務と、企業からの内職を中心とした受託作業を中心に行っており、利用者の安定した仕事の確保ができるようになっています。

（就労継続支援B型事業）　晴れの国
・今年度の月平均利用者数は12.4名（昨年度9.2名）でした。
・利用者の平均工賃月額は15,812円（昨年度9,598円）でした。（岡山県障害福祉課の調査による「岡山県内の就労継続支援B型における令和元年度工賃実績状況」では月額平均14,913円）
・前年は様々な業務受託を受けていましたが、現在はA型の農業に付帯する作業をおこなう等、内職関係の作業を多く行いました。これによりこれまで負担が大きかった作業を減らすこととなったため、生活相談等の相談業務がより増え、利用者の安定に繋がっています。
・また、１名利用者から職員（パート従業員）に雇用形態を変更しました。

（放課後等デイサービス事業）りゅうそう放課後ラボ
・今年度の１日の平均利用者数は７名を切る状態（昨年度7.6名）でした。
・コロナ対策に関しては特に上手く出来ており、利用者家族のコロナ疑い等ありましたが、無事事業を安定して運営することができました。また事業所内でコロナ感染者が出ることもありませんでした。
隔週の土曜日の運営についても、利用人数が増えたわけではありませんが、その分平日の対応が丁寧にできたと思います。
・後半は利用人数が落ち込みました。具体的な理由として、学童の利用が可能になる、ご家族の病気、学校の活動を優先することになったこと等があげられます
・季節のイベントとして毎年恒例のプール活動と、事業所内でのお祭りを開催しました。コロナ対策のために外部イベントへの参加は難しくなっていますが、事業所内でのイベントは季節のものを中心に今後も開催していく予定です。


（計画相談支援・障害児相談支援事業）ひとむすび
・本年度の相談支援の利用契約者数は４名でした。
・現在は積極的な利用募集は行っていませんが、現在法人で利用している方で希望があった場合に、サービスの提供を行っています。
・現在は子供だけでなく、大人のサービス利用も行っています。


２　事業の実施に関する事項
　（１）特定非営利活動に係る事業

	
	
定款の事業名
	
事 業 内 容
	　　　　　実施日時
	　　　　　実施場所
	　　　　　従事者の
人数
	受益対象者
の範囲及び
人数
	　
支払額
(千円)

	
	障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律に基づく障害福祉サービス事業




	杜の家ファーム事業(就労支援A型事業による野菜・いちごの生産販売)
	通年
	事業所内
	6名
	利用者
20名
	

44,345千円

	
	
	晴れの国(就労継続支援B型事業　軽作業等)
	通年
	事業所内
	4名
	利用者
20名
	18,559千円

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	児童福祉法に基づく児童福祉サービス事業
	りゅうそう放課後ラボ(放課後等デイサービス)
	通年
	事業所内
	7名
	利用者
10名
	19,077千円

	
	児童福祉法に基づく障害児相談支援事業
	ひとむすび(主にりゅうそう放課後ラボの利用者を対象とした障害児相談支援事業)
	通年
	事業所内
	1名
	利用者
2名
	




94千円

	
	障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律に基づく一般相談支援事業
	ひとむすび(主に杜の家ファーム、晴れの国の利用者を対象とした一般相談支援)
	通年
	事業所内
	1名
	利用者
0名
	

	
	障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律に基づく特定相談支援事業
	ひとむすび(主に杜の家ファーム、晴れの国の利用者を対象とした特定相談支援)
	通年
	事業所内
	1名
	利用者
0名
	



２）その他の事業
なし


